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平
成
二
十
七
年
度
入
社
式 

辞
令
交
付
式 

「
春
告
げ
鳥
」(

鶯)

の
声
が
聞
こ
え
始
め
た
四
月
一
日

(

水)

仁
生
園
会
議
室
に
お
い
て
、
辞
令
の
交
付
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
新
規
学
卒
者
等
七
名
に
対
し
て
、
小
宮
山

理
事
長
か
ら
、
任
用
辞
令
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
昇
任
ま
た
は
配
置
換
の
辞
令
が
、
十
八
名
の
職

員
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
愛
寿
会
「
三
つ
の
モ
ッ
ト
ー
」
と
「
介
護
七

つ
の
誓
い
」
を
出
席
者
全
員
で
朗
誦
し
た
後
、
新
年
度
に

当
た
り
、
小
宮
山
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

新
任
の
職
員
に
対
し
て
、
業
務
に
携
わ
る
際
の
「
協
調
」

を
説
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
単
に
「
妥
協
す
る
」
こ
と
で

は
な
く
、「
和
」
の
心
を
育
む
こ
と
で
あ
り
、
互
い
に
啓
発

し
て
学
ん
で
行
く
こ
と
で
、
や
が
て
強
固
な
組
織
を
構
築

す
る
源
泉
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、「
忍
耐
」
を

挙
げ
、
超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
介
護
職
員
の
重
要
性
に

鑑
み
、
自
己
の
職
責
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
ら
が
選
ん

だ
介
護
職
を
全
う
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
諭
さ
れ
ま
し

た
。 

 

次
に
、
個
々
の
適
性
を
知
る
こ
と
や
様
々
な
部
署
を
経

験
し
て
資
質
向
上
の
手
掛
か
り
を
掴
む
た
め
の
人
事
異
動

の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
、
異
動
す
る
職
員
も
、
留
ま
る
職

員
も
、
新
た
な
人
間
関
係
と
多
様
な
職
種
の
中
で
「
各
々

が
切
磋
琢
磨
し
、
更
な
る
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
期

待
す
る
。」
旨
、
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

◇
平
成
二
十
七
年
度
介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う 

介
護
保
険
施
設
等
の
多
床
室
の
負
担
限
度
額
の
見
直

し
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
七
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、
光
熱
水
費

相
当
分
の
額
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
七
年
四
月

か
ら
の
介
護
保
険
施
設
等
の
多
床
室
の
基
準
費
用
額
が
、

三
二
〇
円
か
ら
三
七
〇
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
に
伴
い
利
用
者
負
担
段
階
、
第
二
段
階
及
び
第
三

段
階
の
方
の
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
も
、
三
二
〇
円
か
ら

三
七
〇
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。〈
第
一
段
階
の
方
の
負
担
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
〇
円
に
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。〉 

  

          

◇
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

 

前
記
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
二
七
年
三
月
三
十
一
日
以 

前
に
交
付
さ
れ
た
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
以
降
は
、
お
持
ち
の
負
担
限
度

額
認
定
証
の
多
床
室
の
負
担
限
度
額
に
、
三
二
〇
円
と
記

載
が
あ
る
場
合
に
は
、
三
七
〇
円
と
読
み
替
え
て
そ
の
ま

ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

 

 

段  階  区  分 居住費 

利用者 

負 担 

段 階 

 

所  得  区  分 

 

多床室 

 

第 ３ 

 

段 階 

 
 

市 

民 

税 

世 

帯 

非 

課 

税 

者 

前年の合計所得金額 

＋ 

課税年金収入額 

の合計が８０万円 

を超える方 

 

３２０ 

↓ 

３７０ 

 

第 ２ 

 

段 階 

前年の合計所得金額

＋ 

課税年金収入額 

の合計が８０万円 

以下の方 

 

３２０ 

↓ 

３７０ 

 

第 １ 

 

 

段 階 

 

老齢福祉年金受給者 

 

 

 

０ 

 

生 活 保 護 受 給 者 

 

 

平成 27 年度入社式・辞令交付式。小宮山理事長のあいさつ。 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
運
営
方
針
・
事
業
計
画(

案)

及
び
、
こ
れ
に
基
づ
く
一
般
会
計
収
支
予
算(

案)

が
審
議
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

◆ 

審
議
議
案 

一
、 

事
業
計
画
・
当
初
予
算
関
係 

平
成
二
十
七
年
度
は
、
三
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
改 

定
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
今
般
の
介
護
報
酬
改
定
率
は
、

▲
二
．
二
七
％
〈
処
遇
改
善
＋
一
．
六
五
％
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
＋
〇
．
五
六
％
、
そ
の
他
▲
四
．
四
八
％
〉

と
さ
れ
て
お
り
、
施
設
運
営
に
は
厳
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

職
員
の
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て
は
、
二
千
五
百
万

円
程
度
を
見
込
み
、
本
年
六
月
に
支
給
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

施
設
の
整
備
に
関
し
て
は
、
非
常
時
対
応
す
る
た
め

の
燃
料
貯
油
タ
ン
ク
の
新
設
〈
案
〉
な
ど
が
承
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

各
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
、
入
所(

利
用)

者
本
位
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
中
心
と
し
た
各
種
施
策
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
初
予
算
〈
案
〉
は
、
介
護
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
受
け
、
事
業
活
動
収
入
は
法
人
全
体
で
▲
二
千
七
百

万
円
程
度
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

一
方
支
出
で
は
、
職
員
の
処
遇
改
善
に
重
点
が
置
か

れ
、
三
．
五
％
程
度
の
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
、
法
人

全
体
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度
比
で 

▲
三
千
万
円
程

度 

 

  

 

部
改
正
が
提
案
さ
れ
承
認
を
受
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
前
述
の
職
員
に
対
す
る
処
遇
改
善
措
置
で
は
、 

給
与
規
程
等
に
対
す
る
「
特
例
規
程
」
を
制
定
し
て
支
給 

事
務
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

就
業
規
則
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止 

の
規
定
を
一
層
充
実
さ
せ
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◆ 

協
議
事
項 

―
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
ー 

 

愛
寿
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
二
十 

七
年
三
月
ま
で
の
四
年
間
「
愛
寿
会
次
世
代
育
成
支
援 

行
動
計
画
」
の
下
、
職
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の 

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

次
世
代
育
成
対
策
推
進
法
は
「
次
世
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
育
成
さ
れ
る

社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
」(

第
一
条
・
抜
粋)

平
成
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。 

こ
の
法
律
の
有
効
期
限
が
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
十
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
本
会
行

動
計
画
の
期
間
が
本
年
三
月
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
計
画(

目
標)

に
対
す
る
成
果
の
検
証
と
、
次

の
行
動
計
画
期
間
の
目
標
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。 

◇ 

こ
れ
ま
で
の
行
動
計
画
の
数
値
目
標 

―
育
児
休
業
制
度
の
取
得
目
標
― 

・
女
性
職
員
・
・
・
該
当
す
る
職
員
の
七
〇
％
以
上 

・
男
性
職
員
・
・
・
該
当
す
る
職
員
の
二
名
以
上 

―
行
動
計
画
期
間
中
の
成
果
― 

・
女
性
職
員
・
・
・
該
当
者
三
名
中
取
得
二
名(

六
七
％) 

・
男
性
職
員
・
・
・
該
当
者
四
名
中
取
得
〇
名 

◇ 

当
初
期
間
の
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
数
値
目

標
を
再
検
討
し
た
上
で
、
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。 

 

       

三
月
二
十
七
日
〈
金
〉
第
二
〇
四
回
理
事
会
、
並
び
に
第
四
十
四
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ 

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
〈
案
〉、
及
び
一
般
会
計
収
支
予
算(

案)

の
ほ
か 

就
業
規
則
の
一
部
改
正
・
給
与
規
程
等
の
一
部
改
正
〈
案
〉
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た 

 

下
方
に
シ
フ
ト
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。 

二
、 

諸
規
程
の
改
正
関
係 

職
員
給
与
規
程
等
に
つ
い
て
、
特
殊
業
務
手
当
の
見 

直
し
や
看
護
師
に
対
す
る
「
オ
ン
コ
ー
ル
手
当
」
の
制

定
な
ど
、
職
員
に
手
厚
い
処
遇
と
な
る
よ
う
規
程
の
一 
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～ 

ひ
な
祭
り 

～ 

 

 

気
候
も
春
ら
し
く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
三
月
三

日
（
火
）
、
伝
統
行
事
で
あ
る
桃
の
節
句
「
ひ
な
祭
り
」
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 

～ 

模
擬
喫
茶 

～ 

 

毎
月
一
回
好
評
の
「
模
擬
喫
茶
」
を
今
月
も
三
月
十
七

日
（
火
）
実
施
し
ま
し
た
。 

沢
山
の
利
用
者
様
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
好
き
な
お

や
つ
を
選
ん
で
食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
定
番
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
一
番
人
気
の[

今
川
焼
き]

や
カ
ボ
チ
ャ
・
さ

つ
ま
芋
餡
を
使
用
し
た[

鯛
焼
き]

は
、
厨
房
の
職
員
が
そ
の

場
で
焼
き
、
出
来
立
て
ホ
カ
ホ
カ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

や
す
ら
ぎ 

～ 

 

 

三
月
三
十
日
（
月
）
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
入
居
者
様
の
お

誕
生
祝
を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
御
家
族
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
握
り
寿
司
、
ケ

ー
キ
等
の
差
し
入
れ
、
ま
た
、
入
居
者
様
御
家
族
か
ら
の
花

束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
昼
食
は
、
職
員
手
作
り
の
お
重
箱
会
食

と
盛
大
な
誕
生
会
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

 

～ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

～ 

 

 

美
味
し
い
お
や

つ
を
食
べ
な
が
ら

相
席
し
た
方
や
職

員
と
談
話
を
楽
し

ま
れ
て
い
る
方
も

い
て
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
頂

け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
大
切
に
、
皆
様
に
美

味
し
い
お
や
つ
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 
 

当
日
は
、
準
備
し
て
い
た
飾
り
雛
を
手
に
取
り
カ
ウ

ン
タ
ー
に
展
示
す
る
と
同
時
に
、
「
か
わ
い
い
ね
」
「
こ
ん

な
に
小
さ
い
も
の
初
め
て
見
た
」
な
ど
感
激
の
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

眺
め
た
後
は
、
「
ひ
な
祭
り
」
の
歌
を
一
緒
に
歌
う
と

「
子
供
の
頃
は
よ
く
歌
っ
た
よ
」
と
昔
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

   
 

 

前
日
よ
り
入
所

者
様
・
利
用
者
様

と
職
員
で
折
り
紙

の
お
雛
様
を
製
作

し
て
お
り
、
準
備

の
段
階
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。 

 
 

御
家
族
様
、
入
居
者
様
に
あ
た

た
か
く
囲
ま
れ
、「
幸
せ
で
す
」
と

何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

て
い
た
入
居
者
様
、
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

  

 

利
用
者
の
皆
様
は
毎
回
と
て

も
楽
し
み
に
さ
れ
て
お
り
、
表
現

豊
か
な
臨
場
感
溢
れ
る
朗
読
・
紙

芝
居
を
真
剣
に
ご
覧
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
、
心
豊
か

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
朗

読
の
合
間
に
歌
や
体
操
な
ど
の
動
き

を
取
り
入
れ
た
「
ほ
が
ら
か
」
さ
ん
と
、

表
情
豊
か
に
朗
読
を
さ
れ
る
「
ゆ
ず
っ

こ
」
さ
ん
が
、
月
に
一
度
「
朗
読
・
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
来
園
さ
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

「
ひ
な
祭
り
」
と
い
う
こ
と
で

昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
「
筍
の
お
吸

い
物
」
「
ち
ら
し
寿
司
」
な
ど
目

に
も
鮮
や
か
に
入
所
者
・
利
用
者

の
皆
様
も
「
綺
麗
で
お
い
し
そ

う
」
「
毎
年
作
っ
て
い
た
よ
」
と

嬉
し
そ
う
で
し
た
。 

 

今
後
も
、
伝
統
行
事
を
大
切
に

入
所
者
・
利
用
者
の
皆
様
と
過
ご

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

   
 



平
成
二
十
七
年
三
月
一
日
～ 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

                             

 
 

                          

   

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 

第 190 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 27 年 4 月 10 日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

原 

田 
 

勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

英 

道 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

美 

代 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

           

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 

・
三
鷹
市 

 
 
 
 
 
 

山 

本 
 

美
根
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

宮 

澤 
 

真 

琴 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

谷
櫻
酒
造
（
有
） 

 

様 

   
 
 

 

      

～ 

第
二
仁
生
園 

 
 
 
 
 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
ハ
ガ
キ
作
り 

～ 

  

利
用
者
様
の
機
能
訓
練
を
兼
ね
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利

用
で
「
ハ
ガ
キ
」
作
り
を
し
て
い
ま
す
。 

 

パ
ッ
ク
を
一
日
間
ほ
ど
水
に
浸
し
た
後
、
内
側
の
薄
い

紙
を
は
ぎ
取
り
、
ミ
キ
サ
ー
で
紙
を
く
だ
き
、
専
用
の
型

に
入
れ
て
作
成
す
る
も
の
で
す
。 

 

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
方
や
、
黙
々
と
紙
を
ち
ぎ

っ
て
い
る
方
、「
ハ
ガ
キ
」
に
な
る
ま
で
は
長
い
手
作
業
が

続
き
ま
す
が
、
完
成
品
を
楽
し
み
に
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 

～ 

谷
櫻
酒
造
有
限
会
社
様
か
ら 

車
椅
子
等
の
寄
贈 

～ 

 

三
月
七
日
・
三
月
八
日
の
両
日
谷
櫻
酒
造(

有)

様
恒
例

の
「
蔵
開
き
」
が
催
さ
れ
、
そ
の
収
益
金
の
中
か
ら
、「
テ

ィ
ル
ト
車
椅
子
」
と
「
自
動
ブ
レ
ー
キ
装
置
付
車
椅
子
」

「
ス
チ
ー
ル
丸
椅
子
」
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。 

  
 

  
 

  
 

  

        

  

 

 

 

 

完
成
し
た
後

は
一
筆
を
添
え

て
、
御
家
族
の
皆

様
に
も
、
「
手
作

り
ハ
ガ
キ
」
が
届

く
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 

ご
期
待
く
だ

さ
い
。 

  
 

 

『
嘉
永
元
年
、
当
時
、
蔵
の
敷
地
よ
り
大
量
の
古
銭
が

出
土
し
た
こ
と
か
ら
屋
号
「
古
銭
屋
」
と
称
さ
れ
、
ち
っ

ぽ
け
な
御
神
酒
酒
屋
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。 

以
来
、
こ
こ
八
ヶ
岳
、
大
泉
の
壮
大
な
自
然
と
、
清
ら

か
な
湧
き
水
の
恵
み
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
谷
櫻
の
酒
と
、
時

代
と
共
に
愛
さ
れ
る
味
を
求
め
、
本
物
に
こ
だ
わ
り
続
け

る
谷
櫻
の
魂
が
「
古
銭
屋
の
酒
蔵
」
に
生
き
続
け
て
い
ま

す
。』(

御
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
会
社
概
要
よ
り) 

 

 

高
機
能
な
車
椅
子
は
、
介
護
の
負
担
軽
減
に
繋
が
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
末
永
く
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

  
 

  
 

  
 


